
さがみ信用金庫総合企画部　
調査日 令和4年3月上旬
調査地域 小田原市、南足柄市、秦野市、足柄上郡、足柄下郡、中郡

全調査先数 当庫取引先317社

調査対象 当庫取引先308社（製造業26.6%、卸売業11.0%、小売業16.9%、サービス業18.5%、建設業18.8%、不動産業8.1%）

有効回答率 97.2%

分析方法

1．概　況

業種別業況天気図 令和3年
1月～3月

令和3年
4月～6月

令和3年
7月～9月

前期
令和3年

10月～12月

今期
令和4年
1月～3月

来期見通し
令和4年
4月～6月

総 合

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

建 設 業

不 動 産 業

好調  ← →   低調

第１８７回中小企業景気動向調査（県西地区）結果速報
                （ 令和４年１月～３月期実績 と 令和４年４月～６月期の見通し ）

各質問項目で、「増加（上昇）」したとする企業が全体に占める構成比と、「減少（下降）」したとする企業の構
成比との差（ＤＩ・判断指数）を中心にして分析を行いました。

　来期については、業況ＤＩは3.7ポイント改善の▲35.1となる見通しです。また、売上ＤＩは22.4ポイント改善の▲10.1と
なり、収益ＤＩは17.7ポイント改善の▲19.3となる見通しです。
　業種別では、「建設業」・「不動産業」は業況ＤＩ、売上ＤＩ、収益ＤＩがそれぞれ悪化となる一方で、その他の業種は業
況ＤＩ、売上ＤＩ、収益ＤＩがそれぞれ改善となる見通しです。

業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩはそれぞれ大幅に悪化

　　「第18７回中小企業景気動向調査」によると、景況感を表す業況ＤＩは前期比16.8ポイント悪化の▲38.8となりまし
た。また、売上ＤＩは43.3ポイント悪化の▲32.5となり、収益ＤＩは32.9ポイント悪化の▲37.0となりました。

　業種別の状況については、「製造業」・「卸売業」・「サービス業」は業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩがそれぞれ悪化となりま
した。「小売業」は業況ＤＩが全業種で唯一改善となった一方で、売上ＤＩ・収益ＤＩは悪化となりました。「建設業」は業況
ＤＩは横這い、売上ＤＩは悪化、収益ＤＩは改善となり、「不動産業」は業況ＤＩ・売上ＤＩが悪化した一方で、収益ＤＩは改
善となりました。
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　　２．業種別の特徴（業況ＤＩ ・ 売上ＤＩ ・ 収益ＤＩ）

製造業

卸売業

小売業

(業況ＤＩ)　前期比25.5ﾎﾟｲﾝﾄ悪化の▲24.4、来期見通し▲13.6業況・売上・収益ＤＩはそれぞれ大幅悪化

　　来期については業況ＤＩ・売上DI・収益DIは改善となる見通しです。

業況・売上・収益ＤＩはそれぞれ大幅悪化 (業況ＤＩ)　前期比24.7ﾎﾟｲﾝﾄ悪化の▲64.7、来期見通し▲52.9

　　来期については業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩは改善となる見通しです。

業況ＤＩは改善、売上・収益ＤＩは大幅悪化 (業況ＤＩ)　前期比0.9ﾎﾟｲﾝﾄ改善の▲46.2、来期見通し▲44.2

　　来期については業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩは改善となる見通しです。
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ｻｰﾋﾞｽ業

建設業

不動産業 (業況ＤＩ)　前期比12.0ﾎﾟｲﾝﾄ悪化の▲12.0、来期見通し▲24.0

(業況ＤＩ)　前期比32.2ﾎﾟｲﾝﾄ悪化の▲66.7、来期見通し▲54.4

　　来期については業況ＤＩ・売上DI・収益ＤＩは悪化となる見通しです。

業況ＤＩは大幅悪化、売上ＤＩは悪化、収益ＤＩは改善

　　来期については業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩは改善となる見通しです。

業況・売上・収益ＤＩはそれぞれ大幅悪化

(業況ＤＩ)　前期比横這いの▲21.1、来期見通し▲32.1業況ＤＩは横這い、売上ＤＩは悪化、収益ＤＩは大幅改善

　　来期については業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益DIは悪化する見通しです。
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　　３．特別調査　　 「原材料・仕入価格の上昇による中小企業への影響について」

≪問1≫

≪問2≫

≪問3≫

貴社では、最近の原材料・仕入価格の上昇により収益にどのような影響を受けています
か。

貴社の原材料・仕入価格は、1年前と比較してどの程度変化しましたか。

貴社では、原材料・仕入価格の上昇のうち、どの程度を販売価格に転嫁できていますか。

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）
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無回答
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15～20％程度の上昇
20～25％程度の上昇
25～30％程度の上昇

30％以上の上昇
むしろ低下
わからない

無回答
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多少転嫁できている
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全く転嫁できていない

転嫁どころか販売価格は低下している

仕入価格は上昇していないので

転嫁の必要なし

わからない

無回答
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≪問4≫

≪問5≫

貴社では、各種資材や製商品の量や質は確保できていますか。問題を抱えている場合どのような対策を
とっていますか。（最大3つまで回答）

仕入の困難化に伴い、仕入先を見直す動きも出ています。貴社では、仕入先の見直し等を検討
するにあたって、重視する点はありますか。（最大3つまで回答）

調査内容の詳細をご覧になりたい方は、下記までご連絡ください。

さがみ信用金庫総合企画部 ： ＴＥＬ ０４６５－２４－３１６２
Ｅ-mailアドレス ： souki@sagami-shinkin.co.jp

複数回答

（単位：％）

（単位：％）
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特に対応を行っていない
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SDGｓ等、環境問題への取組み
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仕入先の見直しは検討していない

無回答

複数回答
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